
大野市は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

和泉地区住民の動き Ｒ7.5.1現在（前月比）
人口：385人（±0） 男：192人（±0）女：193人（±0）
世帯数：199世帯（±0）
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※館報をカラーでご覧になりたい方は大野市ホームページでご覧いただけます。
また、カラー版をご希望の方は、公民館までお越しください。

今年度の住民検診のご案内
和泉地区での検診日程についてご案内します。

日 曜日 行事

1 日

2 月

3 火

4 水 健康プラスデー より処

5 木

6 金

7 土

8 日
大野市民スポーツ大会
（球技・バドミントン・綱引き）

9 月 老人クラブ世代間交流事業（花壇）

10 火

11 水 より処

12 木 講座：初級スマホ教室①

13 金

14 土

15 日

日 曜日 行事

16 月

17 火 講座：初級スマホ教室②

18 水 より処

19 木

20 金

21 土 講座：中竜までサイクリング

22 日

23 月

24 火

25 水 より処

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

和泉診療所だより
〇 帯状疱疹ワクチンについて
帯状疱疹は、水ぼうそうの原因ウイルス（VZV）が体内に潜伏し、免疫力の低下によって再活性化することで発
症します。身体の片側にピリピリとした痛みや赤い発疹が出現し、⾧く痛み（帯状疱疹後神経痛）が残ったり、眼の
合併症を起こすことがあります。
予防にはワクチンが有効で、「生ワクチン」と「組み換えワクチン」の2種類があります。生ワクチンは1回接種で済み、
発症予防効果は接種1年後で約6割、5年後には4割程度に低下、神経痛の予防効果は約6割といわれています。
組み換えワクチンは2ヶ月間隔で2回接種が必要ですが、1年後・5年後ともに約9割の高い予防効果を維持し、
10年後でも7割を保ちます。神経痛の予防効果も9割以上と非常に高く、免疫の弱い方にも接種可能です。
副反応は接種部位の発赤、痛み、筋肉痛、倦怠感などがあり、組み換えワクチンの方が頻度は多いようです。
帯状疱疹は生活の質に大きく影響する疾患です。
ワクチン接種をご希望の方は診療所までご相談ください。
※ 受診される際はマイナンバーカード(マイナ保険証)をご持参ください。
※ 診察の際はマスク着用のご協力をお願いします。

和泉診療所 78-2650

■受診にあたって
・ 受診には予約が必要です。５月末頃に届いた受診券をお手元に用意して予約してください。
・ 今年度は胃がん検診（バリウム）、子宮頸がん検診を実施しません。結とぴあ会場や医療機関で受診してく
ださい。
・ 住民検診は集団検診、個別検診が選べます。都合に合わせて検診を受診しましょう。

会 場 実施日 内 容 備 考

和泉地域交流センター ７月２３日（水）
午前のみ

生活習慣病・前立腺がん検診
大腸がん検診・肺がん検診
肝炎検査・胃がんリスク検査
乳がん検診

受付時間は予約後に市
から案内します

フードドライブ
受付

九頭竜新緑マルシェ

５月１５日（木）・２２日（木）７名参加のもと、
ふれあい春日会 帰山淳子さんを講師に迎え開催しま
した。
日本の伝統的な履物、わらぞうりをアレンジした布ぞう
りは、足に程よい刺激があり健康的で、汚れても洗濯で
き、おうちの中で快適に過ごせます。

「星のまちおおのライトダウン～日本一の星空を未来へ～」への協力依頼～環境・水循環課～

令和３年度から、クールアースデイ（７月７日・環境省）に合わせて、星空保護や環境問題について考える機
会を創出することを目的に、市民・事業者等に住宅や施設の照明を消していただくよう呼びかけるライトダウンキャ
ンペーンに取り組んでいます。
(１)趣旨 ① 市民が大野市の美しい星空と環境問題に触れる機会を創出することで、星空保護及びゼロカー

ボンシティの実現に向けて機運の醸成を図る
② 市民に大野市の星空の美しさを再発見する機会を提供。特に、若年層には、本取り組みを通じ
ふるさとの意識の醸成を図る

③ ライトダウン等により、参加者に省エネを実践してもらうことでエネルギー（灯り）の大切さを感じて
もらう

(２)期間 ７月１日（火）～７月３１日（木）
(３)統一実施日 ７月７日（月）、７月１３日（日）、７月２６日（土）
(４)取組時間 ２１:００～２２:００ ※詳細は次号でお知らせします



和泉地域交流センターから中竜（DAINOUス
ポーツランド）まで往復します。
景色を楽しみながらのんびりサイクリングしましょう。

６月２１日（土） ※雨天延期
午前９時～午後０時３０分
和泉地域交流センター
公民館職員
無料
自転車、ヘルメット、飲み物、雨具、昼食
自転車はママチャリでもOKですが、電動ア
シスト自転車、ロードバイク、マウンテンバ
イク、クロスバイクがお薦めです
２０人
片道約8.0km、高低差約85ｍです。
体力に余裕がある人は、DAINOUスポーツ
ランド内を走ります。

令和7年には、5年に1度の日本で最も重要な統計調査「国勢調査」が実施されます。生活環境の改善や防災計
画など、わたしたちの生活に欠かせない様々な施策に役立てられる大切な調査です。

国勢調査では、インターネット回答をご利用いただけます。
・ 24時間、いつでもご都合の良い時間に回答可能です。
・ 調査票を投函する必要はありません。
・ 調査票提出のため、調査員と時間を合わせる必要もありません。
回答期間内であれば、いつでも手軽に回答できますので、ぜひインターネット回答をご利用ください。

熱中症特別警戒アラートが発表された場合、極端な高温
時における熱中症による重大な健康被害の発生を防止する
ため、外出時に暑さをしのいで休息できる場所である「クーリ
ングシェルター（和泉地域交流センター）」を指定しました。
熱中症特別警戒アラートが発表された場合、暑さをしのげる場所として利用することができます。自宅にエアコンがあ
る場合等、涼しい環境が確保できる際には、クーリングシェルター（和泉地域交流センター）への移動は必須ではあ
りません。
熱中症特別警戒アラートが発表されない段階でも、常時「涼み処」として利用することができます。

【熱中症特別警戒アラートとは】
危険な暑さが予想されるときに、熱さへの気付きを促し、熱中症への警戒を呼び掛けるものです。
気温や湿度などを指標とする「暑さ指数」が県内の全９地点で３５以上になると予想された場合、前日の午
後２時に発表されます。

スマホを活用するために、電話帳を使いこなすことか
ら始めましょう!

【第一回】 ６月１２日（木）
【第二回】 ６月１７日（火）
すべて午後１時３０分～３時

和泉地域交流センター
公民館職員
【第一回】
スマホで電話帳の登録・変更・削除、写真
や動画の撮影方法、データの削除方法など
基本操作を学びます
【第二回】
インターネット検索方法、音声検索、Wi-Fi
の使い方、注意点やアプリについて学びます
無料
５人

申込期限 ６月２０日（金）申込期限 【第一回】 6月12日（木）午前10時
【第二回】 6月17日（火）午前10時

普段みることができないビュークリーンおくえつを見てみませ
んか?
見学会の最後に「分別マイスター」の賞状とバッチがもらえ
ます。

７月１６日（水）
９月１７日（水）
１１月１９日（水）
Ｒ８年３月１８日（水）

各日 午後２時～３時３０分
午後1:50 ビュークリーンおくえつ事務所前集合
午後2:00 施設説明等
午後2:20 施設見学①（通常の施設見学）
午後2:50 施設見学②（リサイクル施設を見学）
午後3:20 分別マイスター認定（ごみ分別体験）
各日 １０名
無料
⾧袖・⾧ズボン、⾧靴、軍手、不織布マスク、飲
み物、筆記用具
環境・水循環課(66-1111)。完全予約制
実施日の１週間前

日 時

場 所
講 師
内 容

参加費
定 員

５月１５日（木）に老人クラブ会員６名と和泉保育園園児３名がスイートコーンの種まき
を行いました。当日は、予め空けておいた穴に一粒ずつ丁寧に種を置き、みんなで協力しながら
楽しく種まきが出来ました。
収穫が楽しみですね!!日 時

集合場所
講 師
参加費
持ち物

定 員
その他

日 時

行 程

定 員
参加費
持ち物

申込先
申込期限

毎週水曜日の午前中（9時頃～11時頃）に、農
村緑地公園（駅裏ゲートボール場）でグラウンドゴル
フ練習会を行っています。初心者でもすぐに楽しむこと
ができ、適度な運動ができます。
和泉地区在住の人ならばどなたでも参加可能です。
参加希望の方は、和泉公民館（78-2110）までお
問い合わせください。

ぜんぶ絵でわかる
すごい骨の動物図鑑

フシギな生き物の世界が広がる!
膨大な数の動物の骨
ゲッチョ先生がコツコツ拾い集めた
見てわかる!読んで深まる!

著者 盛口 満
発行者 三輪浩之

異形のヒグマ
OSO18を創り出したもの

山の神を「怪物」に変貌させたのは大自然か、
それとも人間か?
追うハンター、痕跡を消すヒグマ、
そして被害に怯える酪農家の焦燥・・・・・。

著者 山森英輔
有元優喜

発行者 篠木和久

調査の時期
調査の対象
調査の内容
(全17項目)

調査票の配
布と回収

令和7年10月1日を基準日として、9月中旬から10月中旬にかけて調査を行います。
10月1日現在、日本国内に普段住んでいる人（外国人を含む）と世帯が対象です。
・世帯員の調査（13項目）

氏名、男女の別、出生の年月、現住居の居住期間、就業状態、仕事の種類など
・世帯の調査（4項目）

世帯員の数、世帯の種類、住居の種類、住宅の建て方
1. 調査員が各世帯に調査票などの調査種類一式を配布します。（9月20日頃～）
2. 調査への回答はインターネット回答、郵送、調査員への提出のいずれかの方法により行います。
（回答期限:10月8日）


